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Ⅰ．緒言
クロダイ Acanthopagrus schlegelii は南シナ海から
日本や韓国の沿岸にかけて広く分布しており，我が国
の水産業において重要種になっている（Jeong et al., 
2007；海野，2010；Yamashita et al., 2015）。クロダイ
の漁獲量は瀬戸内海が全国の 50% 以上を占め（農林
水産省，2019），中でも広島湾は本種の好漁場で，か
つ重要な産卵場が形成されている（Gonzalez et al., 
2008；河合ら，2017）。広島湾のクロダイ漁獲量は
1970 年代に乱獲や環境悪化の影響で激減したものの，
その後の放流事業によって漁獲量が回復した（海野，
2010）。現在，広島県のクロダイの放流事業は中止さ
れており，自律資源となった本種の漁獲量は減少傾向
にある（農林水産省，2019）。そのため，今後，広島
湾において，本種の積極的な資源管理が必要になる。
魚類の資源管理や資源量推定を行う上で，対象種の
仔稚魚の分布や生息密度を把握し，次世代の加入量を
予測することは必要不可欠である（望岡ら，2015）。
中でも資源加入量に直結する新規加入群の多寡は，将
来の資源量の推定・予測に必須な情報である。広島湾
のクロダイふ化仔魚は，概ね 1 ヶ月の浮遊期間を経
て砕砂帯や干潟に着底し，稚魚へと移行する（海野，
2010）。また，本種仔稚魚の生息環境は主に砕波帯で，
低塩分環境で特に多くみられる傾向がある（木下，
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要旨：広島湾においてクロダイ稚魚の着底・成育に適した環境条件を把握する目的で，同湾沿岸の稚魚の生息密度
を明らかにした。稚魚は 2006–2009 年 6–7 月に広島湾内 18 定点で採集した（n=2,488）。さらに，調査定点のうち
最も高い稚魚密度（35.83 inds./100m2）を観測した能美島鹿田において，2013–2016 年の 7–9 月にかけて稚魚を採
集し（n=1,588），密度の年変動を観察した。その結果，広島湾の全平均密度は 3.78 inds./100m2 となり，密度の高
い 4 定点はいずれも厳島，能美島西岸であった。密度が高い定点の特徴として，潮流が物理的に遮られた静穏域の
砂浜帯で，淡水流入があることが挙げられた。密度には年変動があり，近年は減少傾向にあることが判明した。広
島湾クロダイの資源加入量が低下している可能性が示唆された。
キーワード：クロダイ，砂浜海岸，稚魚，広島湾
Abstract: To obtain basic information on the optimal nursery grounds for black sea bream Acanthopagrus schlegelii 
recruits, juvenile density in Hiroshima Bay was calculated. Juveniles (n=2,488) were collected from 18 sampling stations 
around Hiroshima Bay using surf zone nets during the early summer from 2006 to 2009. to assess the annual fluctuations 
of juvenile density, samples were continuously caught from one station (St. 1) on the western side of Noumishima Island 
from 2013 to 2016.  Relatively high densities were recorded from four stations (St. 1, 2, 6 and 10) located along the Ohno 
Seto Strait and the western side of Noumishima Island.  These sampling stations shared three common characteristics that 
likely explain the observed higher juvenile density, namely (1) moderate currents with calm areas protected by physical 
barrier, (2) sandy muddy beaches (tidal flats) and (3) freshwater inflows or run-off.  Juvenile density showed an annual 
decreasing trend, suggesting that fish stock levels of black sea bream are declining in Hiroshima Bay.
Keywords: black sea bream, Hiroshima Bay, juvenile, sandy beach
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1993）。ただし，同湾のクロダイ稚魚の分布状況に関
する情報は乏しく，関連知見は 1980 年代まで遡る
（米司，1986）。また，近年は湾奥部の埋立や富栄養
状態の改善などにより広島湾を取り巻く環境が激変し
たため（橋本ら，2007；川上ら，2012），クロダイ稚
魚の分布状況も再確認する必要性がある。
本研究では，広島湾クロダイの資源管理のための基
礎知見の蓄積を目的として，同湾内に着底した稚魚の
分布状況を把握するとともに，密度から稚魚の着底・
成育に適した環境条件を明らかにした。さらに，密度
の年変動を把握するため，比較的，高い密度が観測さ
れた定点について，計 8 ヵ年にわたる調査を行った。
Ⅱ．材料と方法
1．広島湾の稚魚分布
クロダイ稚魚の採集は広島湾の 18 定点で（図 1），
2006–2009 年にかけて実施した。採集には二人曳きの
小型曳き網（幅 4.0 m，高さ 1.0 m，目合い 1.0 mm；
Kinoshita, 1985 を改変）を用い，昼間に海岸線と平行
に砕波帯を 50 m 曵網した。調査 1 回の曵網回数は 3
回とし，採集物からクロダイ稚魚を選別した後，100 
m2 当たりの密度を算出した。調査は 6–7 月にかけて
行い，2006 年は St.1 および St.6–10 で 2–3 回，2007
年 は St.1–7 お よ び St.11–18 で 4–8 回，2008 年 は
St.1–5 で 5 回，2009 年は St.1–5 で 3 回行い，定点毎
に密度を算出した。
2．能美島鹿田における稚魚密度の年変動
クロダイ稚魚の採集は，江田島市能美島西側の鹿田
（St.1）において，2013–2016 年の各年 6–9 月に行っ
た。調査は 2013 年に 7 回，2014 年に 7 回，2015 年
に 10 回，2016 年に 9 回行い，採集方法は先述の稚魚
分布調査に準じた。また，2006–2009 年の稚魚分布調
査で得た St.1 のデータも加え，年度毎の 100 m2 当た
りの密度の年変動を明らかにした。
Ⅲ．結果と考察
1．広島湾の稚魚分布
2006–2009 年にかけての 4 年間の調査において，広
島湾 18 定点におけるのべ 155 回の調査で採集した稚
魚は計 2,488 個体に達した。広島湾全体の 18 定点の
稚魚の平均密度は 3.78 inds./100m2 となり，中でも比
較的高い密度（>10inds./100m2）が観測されたのは，
St.1, 2, 6, 10 であった（表 1）。
米司（1986）による 1984 年の広島湾の調査では，
大野瀬戸，能美島西側および大黒神島北部で多くのク
ロダイ稚魚が採集されている。本研究において高い密
度が観測された定点はいずれも大野瀬戸および能美島
西側に位置する（図 2）。よって，広島湾を取り巻く
環境が大きく変化した現在も，これら沿岸はクロダイ
稚魚の着底・成育場として機能していると考えられ
る。
クロダイ仔稚魚は砂浜海岸砕波帯の代表種として知
ら れ て い る（Kinoshita and Tanaka, 1990； 木 下，
1993）。また，クロダイをはじめ，一般に仔稚魚が多
く出現する砂浜海岸は波高が低く，かつ流速が遅い傾
向があるという（荒山・河野，2015）。これは，遊泳
力が弱い仔稚魚は波が高く流れが速い水域では定位が
困難となり，滞留できないためである。しかしなが
ら，浮遊期の仔魚は砂浜海岸への来遊に潮流を利用し
て お り（Boehlert and Mundy, 1988；Tanaka et al., 
1989），潮流が速い海岸であっても防波堤付近などの
静穏域で稚魚などの小型魚が出現することもある
（Tatemaru et al., 2014）。本研究において，高い密度が
観測された定点はいずれも，潮流が岬や構造物で遮ら
れた入り江や漁港周辺の砂浜帯であった。
本研究で高い密度が観測された定点の周辺は，小規
模河川や流れ込み等による淡水流入も確認された（図
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図 1 
広島湾における 18 調査定点  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1　広島湾における 18調査定点
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2）。他海域でも，クロダイ稚魚が多く採集されてい
る場所は低塩分帯，もしくは淡水流入が確認されてい
る（木下，1993；藤田，1998）。こうした淡水の流入
する場所は栄養供給が豊富で基礎生産力が高いため，
クロダイのみならず，仔稚魚にとって好適な摂餌場で
ある（田中ら，2009）。クロダイ仔稚魚が低塩分に対
する高い順応性を持っていることはよく知られており
（石渡，1979；北島・塚島，1983），塩分勾配が大き
な高濁度環境は外敵からの捕食圧を低減させる効果が
ある（小路，2008）。さらには，海産魚の仔稚魚の場
合，低塩分環境下では浸透圧調節に必要なエネルギー
を節約でき，成長が早くなるという知見もある（North 
and Houde, 2003）。低塩分に高い適応力を持つクロダ
イ稚魚にとって（甲田ら，2016），淡水流入のある場
所は，摂餌機会を増加させるとともに，被食リスクが
低減されるため，結果的に生残に有利な環境であると
いえる。概括すれば，広島湾においてクロダイ稚魚の
着底・成育に適した環境条件は，1）潮流が物理的に
遮られ，静穏域が形成されている，2）砂浜帯である，
3）淡水流入がある，の 3 つが重要であると考えられ
る。
2．能美島鹿田における稚魚密度の年変動
2013–2016 年にかけて St.1 で行った 33 回の調査
で，計 1,588 個体のクロダイ稚魚を採集した。各年の
平 均 密 度 は 2013 年 が 23.22 inds./100m2（n=743），
2014 年 が 7.83 inds./100m2（n=329），2015 年 が 4.75 
inds./100m2（n=285），2016 年 が 4.28 inds./100m2
（n=231）であった。これらに加えて，稚魚の分布調2  
 
図 2 
クロダイ稚魚の密度が高い定点（St. 1.2 6, 10）の位置と全景写真（白丸は淡水流入を示す）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2　クロダイ稚魚の密度が高い定点（St. 1.2 6, 10）の位置と全景写真
 （白丸は淡水流入を示す）
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表 1 
各年・各定点におけるクロダイ稚魚の採集個体数、調査回数、100m2 当たり個体密度およ
び標準偏差  
 
表 1　 各年・各定点におけるクロダイ稚魚の
採集個体数、調査回数、100m2当たり
個体密度および標準偏差
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図 3 
St.1 におけるクロダイ稚魚密度の年変動、＊はデータ無し  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3　St.1におけるクロダイ稚魚密度の年変動
 ＊はデータ無し
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査で 2006–2009 年の St.1 で得られた密度も踏まえ，
密度の年変動を調べた。その結果，密度は年によって
大きく異なり，また，2013–2016 年にかけて減少傾向
を示した。
クロダイ稚魚の出現量が年によって異なることは，
1980 年代にも高知県土佐湾（木下，1993）や広島湾
（米司，1986）で報告されており，原因として，仔稚
魚の初期生残率の低下や，親魚の小型化もしくは親魚
数の減少が指摘されている。仔稚魚の初期生残率につ
いては不明であるものの，密度が減少傾向を示した
2013–2016 年は広島湾の漁獲量も同様に減少していた
（農林水産省，2019）。広島湾の漁獲は五智網による
産卵親魚群への依存度が高く，産卵期には遊漁による
釣獲圧も高いことが示唆されている（海野，2010）。
放流事業が中止され，自律資源となった広島湾クロダ
イにおいて，産卵期における親魚の集中的な漁獲は卵
仔稚の密度低下を引き起こし，最終的には本種の資源
量に甚大な影響を及ぼす恐れがある。
広島湾のクロダイ稚魚の着底・成育に好適な場の多
くは人間活動の場でもあり，埋立や干拓などの人為的
環境改変の影響を受けやすいと考えられる。広島湾の
ように，稚魚の成育場となっている内湾の保全には，
継続した環境モニタリングや生態学的調査が求められ
ているものの（八木ら，2015），これまで同湾のクロ
ダイ稚魚の密度や分布，成育場の環境に関する継続的
データは蓄積されていない。
本研究によって広島湾のクロダイ稚魚の生息密度が
減少傾向にあることが判明したが，今後は新規加入群
の低下によって将来的に資源が低迷する可能性もあ
る。広島湾における本種の資源管理と持続的利用を進
めるためには，新規加入群としての稚魚の生息状況の
モニタリングを実施することが望ましい。産卵親魚に
ついては，市場調査や単位努力量あたりの漁獲量
（CPUE）の推移を把握することに加え，産卵状況の
把握のための定量性の高い卵密度データを得ることも
有効だろう。卵密度は卵数法（Parker, 1985）による
産卵親魚数の推定にも必要であることから，広島湾の
クロダイの資源動向を把握する上で貴重な情報とな
る。このような新規加入群や親魚群の資源動態の把握
に加えて，卵仔稚の減耗率やその要因を調査するな
ど，広島湾のクロダイの資源管理に必要な多面的知見
を早急に収集する必要があると考える。
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